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	対象
	10:30
	〜14:00
	昼食持参
	わくわく満載
	　　　に大貢献

	空石積みって何だろう
	どうやって積むの？

	基本ルールを知ろう
	アプリを使って体験しよう
	「小さな石垣」を
	作ってみよう
	定員：9名
	対象：中学生
	場所：鈴鹿高専 コノハナラウンジ
	持ち物：筆記用具・飲み物・昼食

	申し込み：
	2026/9/18 〆切
	こちらのフォームより👉



	わたしたちの活動について
	空石積みって何？
	なぜ今、空石積みなのか
	現代に求められる多様な要素
	地域を元気にする

	こんな活動をしてきました
	石積み修復ワークショップへの参加
	石積みキット・ アプリクイズ作成
	多方面から探究

	本ワークショップで目指すこと
	考えて試すことを 楽しんでほしい！
	ミニチュア版だとしても、考えるポイントは実際の施工と同じです。 限られた材料の持ち味を見出し、自分たちで作る。実際には、それが未来の風景となる。知的好奇心を刺激するプロセスではないでしょうか。 「なぜだろう？」と疑問や興味をもつこと、物事をより良くするために何ができるか考えること、町の情景を作った人の存在や、未来の姿を想像すること。AIには成し得ない「生きる力」を掴むきっかけを作りたいです。

	空石積みとその文化に 関心を持ってほしい！




